
◎看思 索 田
終演 2 0 :3 0

仙台市太白区文化センタ
ー

観楽楽楽ホ ー ル 大ホ ー ル

●前売券/ 大人 2 , 5 0 0 円
･ 学生 1 , 0 0 0 円( 高校生以下) (当日券 各3 0 0 円増)

■主催 / 長崎瑞宝太鼓チャリティコ ンサ
ー ト実行委員会

■後援/ わらしべ 舎 ､ わらしべ舎後援会 ､ わたげ福祉会 ､ わたげの会

ほっ ぷの森 ､ ふうどばんく東北 A G A IN ､ 未来環境福祉ネットワ
ー ク

ス ペシャル オリンピックス日本 ･ 宮城

瑞宝太鼓山形公演のお知らせ
一日時/ 2 0 1 2 年6 月1 日(金) 1 8 : 0 0

1 会場 / 山形県川西町フレンドリ
ー プラザ



平成1 0 年 7 月

平成1 4 年1 0 月

平成1 5 年1 0 月

平成1 8 年1 2 月

平成1 9 年1 2 月

平成2 0 年 7 月

平成2 0 年1 1 月

平成2 2 年 8 月

平成2 2 年1 2 月

平成1 3 年1 0 月

平成1 9 年 9 月

平成2 1 年 4 月

北九州 国際障害者芸術祭 最優秀賓

第
一

国東京国 際和太鼓コ ンテスト入選

第 二 図案京国際和太鼓コ ンテスト入選

長嶋県地域文化章

雲仙市特別費

サントリ ー 地域文化常

長崎県民表彰特別寮費賓

第九画素京国際和太鼓 コン テスト優秀薄

雲仙市特別賓

N B C テレビ｢ 電撃黒潮隊｣ 放送

N H K テ レビ｢ながさきヒート｣ 放送

報道センターN B C ｢瑞宝太鼓 9 年目の春｣

その他､ ニ ュ ース や 地域番組にて多数出演

平成1 3 年 ｢朝日新聞｣｢長梅軒間｣｢ 島原新聞｣ プロデビュー記事掲載

平成1 4 年 ｢毎 日新聞 ･ 言い たい コ ー ナー｣ 岩本団長夢を言吾る

〃 ｢東 京新聞｣ ｢西 日本新聞｣ ｢ 長嶋新聞｣

東京国 際和太鼓コ ンテスト出場記事

平成1 7 年 ｢福祉新聞｣ 障が い 者の職業としての取り組み記事

平成1 9 年 ｢毎 日新聞｣ ｢西日本新聞｣ 少年院公演ツア
ー 記事

ク ｢ 読売新聞･

あんしん社会保障コーナー｣ 障机 ＼者の自立記事

ク ｢朝 日新聞 ･ 社説｣ 岩本団長愛する人と暮らす

平成2 0 年 ｢毎日新開｣ ｢ 西日本新聞｣ 福 岡公演記事
ク ｢朝日新聞･ 窓 論説委員重から｣ 福岡公演感想記事

ク ｢ 毎日新聞｣｢ 西日本新聞｣ ｢長嶋新聞｣ ｢島原新聞｣

サントリー地域文化革 記事

平成2 2 年 ｢ 朝日新開｣ ｢西日本新聞｣｢長崎新聞｣｢讃露新聞｣ ｢東京新開｣

第9 国東京 質際和太鼓コ ンテスト｢優秀嘗｣ 受認記事

その他､ 各 県にて公演のお知らせ記事多数掲載

少年院･ 刑務所慰問演奏 合計5 3 公演 (平成2 1 年1 2 月現在)

学校
･

P T A 関連公演 合計= 2 公演(平成21 年1 2 月現 在〉

フアンからのメッセ ー ジ

※メッセージは少年院 ､ 刑務所慰問演奏会の析 ､
い ただい たものです｡

障害のある方への理解は､ ｢出会い｣ ｢ ふれあい｣ から始ま 今日が¥ の日 ～

わらしべ 舎は､ 1 9 9 0 年 に ､ 知的障害者の 日中活動の場として ､ 小さなアパ ｢ 卜で 障害のある方2 人を受け入れてスタ｢ 卜し

ました｡ 余暇活動だけではなく､
`

傾 ぐ 事を通して社会参加し､ 所得の保障もしながらこ自立した生活の夷硯を目指しています｡
一 人ひとりの個性の尊重と､ 障害の重い軽いに関わらず､ 本人の主体性や自己決定を大事にしています｡

現在は ､
4 2 名の利用者が､ レトルトカレ

ー や食用廃油を主原料とした粉
■

液体せ っけん ､ バイオディ ー ゼル燃料や手工芸品を

製造販売して います｡

カレ
ー

ショップも運営していますので ､ 太白区西多賀商店街振興組合の
一

員 にも加えて いただき､ 地域の貸さまにも見守 っ

ていただきながら､ 明るく! 楽しく! 元気に! をモット
ー にそれぞれの自立を目指しています｡




